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- 稔 実 歩 合 を

一般には､稔実歩合か9000以上の場合を良､80-9000,

を中､80,%以下を不良とみなしているが､大域さんの場

合は稔実不良 (7500)で,これが低収の直接の原因とみ

られます｡同氏の全判調杏に立ち合うことがLH.来なかっ

たので､標本による分析が,FJJ来なV,のは械念なことで

すoLかし､そのシイナは次の二つの内のいずれかであ

るか､又は両方であるよ思V,ますので､その調査方洛中

予防法を簡単に申し上げましょうO

稔実解合の低いのカ低収の両棲の原医になっていると

見られる場合には､まずその原因が不受精もみか多V'こ

とによるものか､又は屑米の多V,ことによるものか､明

らかにしなくてはなりません｡一般には不受精もみの比

率はきわめて小さく､盾米の多少か龍実歩合D良否を決

定づける場合がV,モじるしく多いのです｡もし診断の結

-R､不受精もみの多い場合には､その発生を防IL-_しうる

ような機 が払零です-.

不受精籾について

不受精もみの発生は､幼陪形成期 (出校前301｣ころ)

から出穂開花糊にかけての辛讃､冠水苦､高温貨､塩苫

及び台風貨等の災苫にもとづく生弛器官の障害に起糾し

てV,ます｡

それで不隻精もみの多V･場合には､この年の稲僻を腐

りみることによって以上のうちのどの原関によるものか

おのずから思い当ります｡

以上の諸要因の中には偶発的なものも多く､人力では

どうにも出来ない面もありますが､ある場合には栽培法

の政幸のみによっても､不受精もみの発生を少なくする

ことが比来ますO例えば､高温のために不受精もみが発

生するところでは､袷JJ(の掛流しによって､温度の上昇

を防止し･その被害を軽減さすことが出来ます｡

(2)

高 め よ う-

不要精粗 と屑米の鑑別法

鑑別しようとする材料を温湯に12時F.I.rJ化つけ､ヨード

カ リ1gと0･3のヨードを水200cc中にとかし､その中

へ上記の材料を入れて1日イ17_放炭する.その後7ルコ-

ルで数分洗えばもみ殻に付帯したヨ-ドがとれて､もみ

費の外からもみ殻内部の染色の有無か段別Lh渡る｡もみ

殻内部が黒色に染ってV,るもみはすべて府米であり､不

買精もみは全然染らない｡

屑米 について

屑米の多少を支配する要関にはV,くつかありますが､

これらの中で最も大きな影轡をもつものは､Jr撞 もみの

多少と､上目,徳佐の同化硯の多少であります｡特にHf.生も

み数の過剰が屑米を増加させ､稔実)jL合を低 Fさせてい

る場合がはなはだ多V,点を前視しなければなりません｡

各地をまわってみますと､生育の初湖に多大の肥料を

スれて､≠斬佃粧稲を大きくするa=にilfI念し､草巴や草

立をみてよろE_んでいる農民がおF'れますが､肥料が速

効】雅のため=穂矧ごろまでには肥､附切れとなり､稔笑す

べきもみが屑米になってvlるように思えますO

それをlW･決するためには､勉把の適正化を凶める必菅

があります｡それを知る一二の方法を巾し上げますと､

AJ田に定植した時より2､3株につV,て七かんのLLl.菓期

を記録します｡施肥が適当なら規則正しく次から次-と

出井しますが､それが乱れたときは､施肥を中心にして

の管哩がまずかった証左にもなります｡

第.2の方#-;は､HJ.放2,3週間前に稲の甘共をとり､そ
の汁をしぼつて7スノてラギンの有鍵を調べることです｡

(9ページにつづ<)



とあっさりあきらめないで､fl.--でも紐に近いものもあれ

ば灰色に近V,ものもあるから｣といって居られます｡

私達が色を選ぶ場rNz:はなんといっても主観性が働V,

で特定の巴に対してすぐ や好きや 寸排V､寸 と表現
するのですが､巴のllみはどのような要素か関旅してV'

るかを節制こまとめてみます｡

1)年 令一位えは年令帆こよって和服の色か派手から

地味へと段隅づけられていた長年の日本独特の衣服

生活のW,坪亡､-(一供は派手な色､年輩の Ĵは他味な

色と年斜 I/Jに似うbi_,決めてしまうこと｡

2) 現一外川人の好む色は抑恥入には必らずLも好

まれなV,かもしれないし､又沖犯人の好む色を外国

^は好まなV,かもしれなvlo月Uち国情 ･緊候風七 ･

風付きD相違により特定の色に対する好みが臭って く

るから他 に̂n分の慣好を蛾いる頚はできなV,0

3) 節- lJLI李の'nl北に伴って色に対する好みが違っ

てくるLFl.'tと場打によっても巴の選択か左Flされる

4)流 行一流tibをまねることによって色の好みが左

IFlされることか考えE-,れますo これは自分と他^を

同一視する や同一化心哩tTh といわれ皆かしてい

る串に ･棚D安心感かもてる為である｡

その他にnのW･みに関係する都で色の YTt珍らしさ寸 と

V,う蔀があります｡たとえばあまりみられなV,色は私達

に新鮮な感じをIj･え､感情に研 一る劇けき力をもつもの
であると思V,ます｡

以 Lは色の好みにI,13瞥TるいくつかD嬰索をあげまし

たか巴の:Jfみはiil-･のL'r'i'彰i_-みているときとそれが他の

色と碩り合わせられたときの好みの問題と二つD場合が

あります.配色は色相の関係だけから-･方的に評価され

るような単純なものではありません｡私はある特定の色

の組合わせか好ましいか好ましくなVかは次のような条

件を基にして言､印石されるべきであると思V,ます.即ち､

(1)どのような色と紅合わされてV'-Sか.

(2)各々の巴の分量はどうなってV'るか｡

(3)その配色がどうV,つた場 W･で使われるのか｡

(4)どういった時の配色な7)か｡

(5)長時間なのか矩時間使われるのか｡

(6)色が施されている材質感の及ぼす影響はどうか

とV,う事になります｡

配色の一例を色相赤にとりますと､赤といってもベビ

ーピンクのようなかなり白が入ったものからェンヂのよ

うな灰色又は黒のみを赤に混tfた如吸 の巴かみられます

かRの ドレスに鮮明な赤V,色を少鬼7クセントに用いれ

ばビリットした良V,配色をつ くる串ができます｡又赤vl

色の ドレスにしても生地の材質感いかんによっては重々

Lv,真筆な感じになり不断右として仏んぽんにしかも長

悼:lRqlJ,1lf･るには不適当でも､稀に1.11･る冬D夜会服としては

申し分なV,かもしれ史せんO

このように色そのものはもともと観念的なものではあ

りますか形や賃の裳づけてよって､はこめて具体的なも

のとなりますから色を上手lこ使V,こなすには食わず齢で

はなく実物′こ即して□由な広い立場で体験するのかはや

みちだと思V,ます｡ (比嘉 美佐子)

米 作 日 本 一 と 沖 縄 - の つづ き

そのJj抗はIlrlX.･及びll',l芸J135進9FJ･にLJr.ていますからど

らん卜さいuJj耽))i.即ri･FにJ)で､すぐ分析がLFl.火ると恩
V,まき~｡

分析D観光ノ-スノミラーt=ソノ仔tEか際であればN質肥料か

充分にあることを-,J',･し､それうない場合は､樺肥をやる

必要がありまT｡

1,7己したように､.'Fr.触17LにおいてはJ'1生もみの適正化

i_-[ズlることカ■.給実■レ合krlE■.I)める上の惑顎な刃策となり､

出征後にr;V､てはI'l).いEに ∨カにして増大させるかが捻
実･少介J･'･Lf･.の戯とな7)ま･3-〔.

このためには､必健な稲体でLL].聴期を迎えさすこと､穂

捕.LUIの軍兵肥料の追肥､川政経の病虫苫WJ除､台風苔の

対策､倒伏及び秋蕗ち'D陥｣上等が払琴です｡特に能欄湖

の追肥は､ これによって古生もみ数が過剰であっても感

影響力かなり軽減される場合が少なくありません｡

ようするに沖:'Ilu一に出品するにしても､一躍5苦りや10割

の増収をねらうのではなく､従来安全に収優出来た2-

3割増のところをまず一応の日襟とし､年を追うて目標

を高めてhl-くべきでj~｡ (新 城 長 有)
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